
(57)【要約】

【課題】　小さい力でポペット式弁部材を駆動できるよ

うにし、弁ボディの弁孔の形状を単純化してその加工及

び弁部材等の組付けを容易にした３ポート電磁弁を提供

する。

【解決手段】　ポペット式弁部材４を内蔵した弁ボディ

２に、三つのポート２１～２３を開口させた貫通孔２４

を設け、該貫通孔に合成樹脂材製の筒状の第１及び第２

のリテーナ１１，１２を嵌着する。両リテーナの中央の

ポート２２を挟んで対向する端壁にそれぞれ弁座１５，

１６を設け、ポペット式弁部材４に、上記両弁座に対向

して配置されるポペットシール部６を設け、第１、第２

のリテーナの弁座１５，１６を開閉させる。上記両リテ

ーナは、弁座側の端部付近の内周壁をわずかに縮径させ

、弁座の有効シート径を弁部材の摺動部５ａ，５ｂが摺

接するリテーナ内面の径とほぼ等しくする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 を 内 蔵 し た 弁 ボ デ ィ と 、 該 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 を 駆 動 し て 流 路 を 切 換 え
る 駆 動 手 段 と を 備 え た ３ ポ ー ト 電 磁 弁 に お い て 、
　 上 記 弁 ボ デ ィ が 、 三 つ の ポ ー ト を 開 口 さ せ た 貫 通 孔 を 有 し 、
　 該 貫 通 孔 の 両 端 側 に 合 成 樹 脂 材 で 筒 状 に 形 成 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の リ テ ー ナ が 嵌 着 さ れ
、 両 リ テ ー ナ の 対 向 す る 端 壁 に は 、 上 記 貫 通 孔 に 開 口 す る 中 央 の ポ ー ト を 挟 ん で 対 向 す る
弁 座 が 設 け ら れ 、 且 つ 両 リ テ ー ナ に は 上 記 中 央 の ポ ー ト の 両 側 に 位 置 す る 各 ポ ー ト を 該 リ
テ ー ナ の 中 心 孔 に 連 通 さ せ る 連 通 開 口 が 設 け ら れ 、
　 上 記 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 が 、 バ ル ブ ス テ ム に 、 上 記 第 １ 、 第 ２ の リ テ ー ナ の 対 向 す る 弁 座
間 に そ れ ら の 弁 座 に 対 向 し て 配 置 さ れ る ポ ペ ッ ト シ ー ル 部 と 、 両 リ テ ー ナ の 中 心 孔 内 に お
け る 上 記 連 通 開 口 よ り も 貫 通 孔 の 両 端 側 に そ れ ぞ れ 摺 動 自 在 に 配 置 さ れ る 第 １ 、 第 ２ の 摺
動 部 と を 有 し 、
　 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の リ テ ー ナ が 、 上 記 弁 座 側 の 端 部 付 近 の 内 周 壁 を わ ず か に 縮 径 さ せ 、
上 記 弁 座 の 有 効 シ ー ト 径 を 、 上 記 弁 部 材 の 摺 動 部 が 摺 接 す る リ テ ー ナ 内 面 の 径 と ほ ぼ 等 し
く し た 、
こ と を 特 徴 と す る ３ ポ ー ト 電 磁 弁 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 第 １ 、 第 ２ の リ テ ー ナ が 同 一 形 状 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ３ ポ ー ト 電 磁 弁 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 弁 座 が 、 上 記 弁 部 材 の ポ ペ ッ ト シ ー ル 部 側 に 突 出 す る 凸 リ ン グ 状 の シ ー ト 部 に よ っ
て 形 成 さ れ 、 該 弁 部 材 に お け る 上 記 シ ー ル 部 が ク ッ シ ョ ン 作 用 の あ る 弾 性 材 に よ り 形 成 さ
れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ３ ポ ー ト 電 磁 弁 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 第 １ 、 第 ２ の リ テ ー ナ が 、 上 記 弁 座 と 反 対 側 の 端 部 に フ ラ ン ジ 部 を 有 し 、 該 フ ラ ン
ジ 部 が 上 記 貫 通 孔 の 両 端 の 弁 ボ デ ィ 壁 に そ れ ぞ れ 押 付 け ら れ て 、 そ れ ら の リ テ ー ナ が 弁 ボ
デ ィ に 固 定 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の ３ ポ ー ト 電 磁 弁 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 駆 動 手 段 が 、 上 記 弁 ボ デ ィ に 取 付 け ら れ て 可 動 鉄 心 に よ り ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 を 駆 動
す る プ ラ ン ジ ャ ー 形 ソ レ ノ イ ド で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の ３ ポ ー ト 電 磁 弁 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 を 内 蔵 し た 弁 ボ デ ィ と 、 該 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 を 駆 動 す る 駆
動 手 段 と を 備 え た ３ ポ ー ト 電 磁 弁 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 を 内 蔵 し た 弁 ボ デ ィ と 、 該 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 を 駆 動 す る 駆 動 手 段 と を
備 え た ３ ポ ー ト 電 磁 弁 は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う に 従 来 公 知 で あ る 。
　 該 公 知 の ３ ポ ー ト 電 磁 弁 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 １ ０ ２ を 内 蔵 し た 弁
弁 ボ デ ィ １ ０ １ に 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の ポ ー ト １ １ １ ， １ １ ２ ， １ １ ３ を 開 口 さ せ た 弁 孔
１ ０ ４ を 設 け 、 こ の 弁 孔 １ ０ ４ 内 に 上 記 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 １ ０ ２ が 摺 動 自 在 に 収 容 さ れ 、
駆 動 手 段 １ ０ ３ に よ っ て そ れ を 切 り 換 え る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 そ し て 、 上 記 弁 孔 １ ０ ４ に お け る 第 ２ の ポ ー ト １ １ ２ よ り も エ ン ド プ レ ー ト １ ０ ５ 側 の
部 分 は 、 上 記 弁 ボ デ ィ １ ０ １ 内 に 該 エ ン ド プ レ ー ト １ ０ ５ 側 か ら 挿 入 し た リ テ ー ナ １ ０ ６
に よ り 形 成 さ れ 、 該 弁 孔 １ ０ ４ に お け る 第 ２ の ポ ー ト １ １ ２ が 開 口 す る 部 分 の 両 側 の 弁 ボ
デ ィ １ ０ １ 及 び 上 記 リ テ ー ナ １ ０ ６ の 対 向 部 分 に 、 そ れ ぞ れ 上 記 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 １ ０ ２
の 第 １ 及 び 第 ２ の シ ー ル 部 １ １ ５ ， １ １ ６ が 接 離 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 弁 座 １ １ ７ ， １ １ ８
が 形 成 さ れ 、 上 記 弁 孔 １ ０ ４ に お け る 第 ２ ポ ー ト １ １ ２ の 両 側 に 、 上 記 弁 座 １ １ ７ ， １ １
８ を 介 し て 第 ２ ポ ー ト １ １ ２ と 連 通 す る 前 記 第 １ ポ ー ト １ １ １ 及 び 第 ３ ポ ー ト １ １ ３ を 開
口 さ せ て い る 。 ま た 、 上 記 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 １ ０ ２ は 、 上 記 弁 孔 １ ０ ４ 内 を 摺 動 さ せ る た
め の ガ イ ド リ ン グ １ ２ ３ 及 び シ ー ル 部 材 １ ２ ４ を 付 設 し た 摺 動 部 １ ２ １ ， １ ２ ２ を 両 端 に
備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 構 成 を 有 す る ３ ポ ー ト 電 磁 弁 に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 弁 座 １ １ ７ ， １ １ ８ の 有 効
シ ー ト 径 は 、 現 実 的 に は 、 該 弁 座 付 近 の 弁 孔 １ ０ ４ の 内 径 に 一 致 す る わ け で は な く 、 該 内
径 よ り も わ ず か に 外 側 に な ら ざ る を 得 な い た め 、 弁 孔 １ ０ ４ 及 び リ テ ー ナ １ ０ ６ の 内 周 壁
を 全 体 的 に 一 定 の 内 径 に す る と 、 第 １ ま た は 第 ２ の ポ ペ ッ ト 式 シ ー ル 部 １ １ ５ ， １ １ ６ が
第 １ ま た は 第 ２ の 弁 座 １ １ ７ ， １ １ ８ に 圧 接 す る こ と に よ り 閉 じ ら れ た 空 間 内 に お い て は
、 弁 部 材 １ ０ ２ に 作 用 す る 流 体 圧 力 の 作 用 面 積 が 該 弁 部 材 １ ０ ２ の 軸 線 方 向 の 両 側 に お い
て 相 違 し 、 例 え ば 、 弁 部 材 １ ０ ２ の シ ー ル 部 １ １ ５ と 摺 動 部 １ ２ １ と で 閉 じ ら れ る 空 間 に
お い て は 、 シ ー ル 部 １ １ ５ 側 の 流 体 圧 作 用 面 積 が 大 き く な る の で 、 弁 部 材 が そ の 面 積 差 に
応 じ た 流 体 圧 力 に よ る 作 用 力 を 受 け る こ と に な る 。
　 そ の た め 、 上 記 弁 部 材 １ ０ ２ の 駆 動 手 段 と し て 、 プ ラ ン ジ ャ ー 形 ソ レ ノ イ ド 等 の 駆 動 力
が 比 較 的 小 さ い も の を 用 い る 場 合 に は 、 上 記 面 積 差 に 応 じ た 流 体 圧 力 に よ る 作 用 力 を 無 視
す る こ と が で き ず 、 そ れ だ け 駆 動 手 段 の 駆 動 能 力 を 高 め て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ５ ０ ４ ５ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 課 題 は 、 上 記 ３ ポ ー ト 弁 に お け る 問 題 を 解 決 し 、 小 さ い 力 で ポ ペ ッ ト 式
弁 部 材 を 駆 動 で き る よ う に し た ３ ポ ー ト 電 磁 弁 を 提 供 す る こ と に あ る 。
　 本 発 明 の 他 の 技 術 的 課 題 は 、 弁 ボ デ ィ に お け る 弁 孔 の 形 状 を 単 純 化 し て そ の 加 工 及 び 弁
部 材 等 の 組 付 け を 容 易 に し 、 そ れ と 同 時 に 、 弁 座 の シ ー ル を 確 実 で 、 安 定 的 に 行 え る よ う
に し た ３ ポ ー ト 電 磁 弁 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 を 内 蔵 し た 弁 ボ デ ィ と 、 該 ポ ペ
ッ ト 式 弁 部 材 を 駆 動 し て 流 路 を 切 換 え る 駆 動 手 段 と を 備 え た ３ ポ ー ト 電 磁 弁 に お い て 、 上
記 弁 ボ デ ィ が 、 三 つ の ポ ー ト を 開 口 さ せ た 貫 通 孔 を 有 し 、 該 貫 通 孔 の 両 端 側 に 合 成 樹 脂 材
で 筒 状 に 形 成 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の リ テ ー ナ が 嵌 着 さ れ 、 両 リ テ ー ナ の 対 向 す る 端 壁 に は
、 上 記 貫 通 孔 に 開 口 す る 中 央 の ポ ー ト を 挟 ん で 対 向 す る 弁 座 が 設 け ら れ 、 且 つ 両 リ テ ー ナ
に は 上 記 中 央 の ポ ー ト の 両 側 に 位 置 す る 各 ポ ー ト を 該 リ テ ー ナ の 中 心 孔 に 連 通 さ せ る 連 通
開 口 が 設 け ら れ 、 上 記 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 が 、 バ ル ブ ス テ ム に 、 上 記 第 １ 、 第 ２ の リ テ ー ナ
の 対 向 す る 弁 座 間 に そ れ ら の 弁 座 に 対 向 し て 配 置 さ れ る ポ ペ ッ ト シ ー ル 部 と 、 両 リ テ ー ナ
の 中 心 孔 内 に お け る 上 記 連 通 開 口 よ り も 貫 通 孔 の 両 端 側 に そ れ ぞ れ 摺 動 自 在 に 配 置 さ れ る
第 １ 、 第 ２ の 摺 動 部 と を 有 し 、 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の リ テ ー ナ が 、 上 記 弁 座 側 の 端 部 付 近 の
内 周 壁 を わ ず か に 縮 径 さ せ 、 上 記 弁 座 の 有 効 シ ー ト 径 を 、 上 記 弁 部 材 の 摺 動 部 が 摺 接 す る
リ テ ー ナ 内 面 の 径 と ほ ぼ 等 し く し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 構 成 を 有 す る ３ ポ ー ト 電 磁 弁 に お い て は 、 駆 動 手 段 に よ り ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 を 駆 動
す る と 、 該 弁 部 材 に 装 着 さ れ た 上 記 弁 座 と 対 面 す る ポ ペ ッ ト 式 シ ー ル 部 が 上 記 第 １ 、 第 ２
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の リ テ ー ナ の 弁 座 に 接 離 し て そ れ ら を 開 閉 す る の で 、 上 記 両 リ テ ー ナ 間 に 開 口 さ せ た ポ ー
ト を 、 他 の い ず れ か 一 方 の ポ ー ト に 連 通 さ せ る こ と が で き る 。
　 そ し て 、 上 記 第 １ 、 第 ２ の リ テ ー ナ の 弁 座 の 有 効 シ ー ト 径 を 、 上 記 摺 動 部 が 摺 接 す る リ
テ ー ナ 内 面 の 径 と ほ ぼ 等 し く な る よ う に 形 成 し て い る の で 、 そ れ ら の リ テ ー ナ の 中 心 孔 に
お け る 流 体 圧 力 に よ り 弁 部 材 の 軸 線 の 両 方 向 に 作 用 す る 力 が 相 殺 さ れ 、 そ の た め 、 小 さ い
力 で ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 を 駆 動 す る こ と が で き 、 駆 動 手 段 と し て 駆 動 力 が 比 較 的 小 さ い 小 型
の プ ラ ン ジ ャ ー 形 ソ レ ノ イ ド を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 上 記 ３ ポ ー ト 電 磁 弁 の 弁 ボ デ ィ は 、 三 つ の ポ ー ト が 開 口 し 、 そ の 内 部 に 第 １ 、 第
２ の リ テ ー ナ が 装 着 さ れ る 貫 通 孔 を 有 す る だ け で 、 弁 座 や 弁 部 材 と の 摺 動 部 を 有 し て い な
い た め 、 弁 ボ デ ィ の 形 状 が 単 純 で そ の 加 工 及 び 弁 部 材 等 の 組 付 け を 容 易 に 行 う こ と が で き
る 。
　 更 に 、 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の リ テ ー ナ が 合 成 樹 脂 材 で 筒 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 対 向 す る 端 壁
に そ れ ぞ れ 弁 座 を 形 成 し て い る の で 、 金 属 材 か ら な る 弁 ボ デ ィ に 弁 座 を 形 成 す る 場 合 に 比
し て 簡 単 に 、 且 つ 、 確 実 な シ ー ル を 安 定 的 に 行 う 弁 座 を 得 る こ と が で き る 。 し か も 、 上 記
弁 部 材 に 装 着 さ れ た ポ ペ ッ ト シ ー ル 部 が 弁 座 を 閉 じ る 際 に 、 そ れ が 弁 座 に 衝 突 し て も 、 該
弁 座 が 合 成 樹 脂 材 で 形 成 さ れ て い る た め 、 両 者 間 に 作 用 す る 衝 撃 が 緩 和 さ れ 、 該 シ ー ル 部
等 の 損 耗 が 軽 減 さ れ て そ の 寿 命 が 長 く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 ３ ポ ー ト 電 磁 弁 の 好 ま し い 実 施 態 様 に お い て は 、 上 記 第 １ 、 第 ２ の リ テ ー ナ が 同 一
形 状 に 形 成 さ れ 、 ま た 、 そ れ ら の リ テ ー ナ の 弁 座 が 、 上 記 弁 部 材 の ポ ペ ッ ト シ ー ル 部 側 に
突 出 す る 凸 リ ン グ 状 の シ ー ト 部 に よ っ て 形 成 さ れ 、 該 弁 部 材 に お け る 上 記 シ ー ル 部 が ク ッ
シ ョ ン 作 用 の あ る 弾 性 材 に よ り 形 成 さ れ た も の と し て 構 成 さ れ る 。
　 上 記 ３ ポ ー ト 電 磁 弁 の 他 の 好 ま し い 実 施 態 様 に お い て は 、 上 記 第 １ 、 第 ２ の リ テ ー ナ が
、 上 記 弁 座 と 反 対 側 の 端 部 に フ ラ ン ジ 部 を 有 し 、 該 フ ラ ン ジ 部 が 上 記 貫 通 孔 の 両 端 の 弁 ボ
デ ィ 壁 に そ れ ぞ れ 押 付 け ら れ て 、 そ れ ら の リ テ ー ナ が 弁 ボ デ ィ に 固 定 さ れ る 。
　 ま た 、 上 記 ３ ポ ー ト 電 磁 弁 の 好 ま し い 実 施 態 様 に お い て は 、 上 記 駆 動 手 段 と し て 、 上 記
弁 ボ デ ィ に 取 付 け ら れ て 可 動 鉄 心 に よ り ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 を 駆 動 す る プ ラ ン ジ ャ ー 形 ソ レ
ノ イ ド が 用 い ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 に 詳 述 し た 本 発 明 の ３ ポ ー ト 電 磁 弁 に よ れ ば 、 小 さ い 力 で ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 を 駆 動
で き る よ う に し た ３ ポ ー ト 電 磁 弁 を 得 る こ と が で き 、 ま た 、 弁 ボ デ ィ に お け る 弁 孔 の 形 状
を 単 純 化 し て そ の 加 工 及 び 弁 部 材 等 の 組 付 け を 容 易 に し 、 そ れ と 同 時 に 、 弁 座 の シ ー ル を
確 実 で 、 安 定 的 な も の と す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ ～ 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る ３ ポ ー ト 電 磁 弁 の 実 施 例 を 示 し て い る 。
　 こ の ３ ポ ー ト 電 磁 弁 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 ４ を 内 蔵 し た 弁 ボ デ ィ
２ と 、 該 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 ４ を 駆 動 し て 流 路 を 切 換 え る 駆 動 手 段 ３ と を 備 え て い る 。 上 記
弁 ボ デ ィ ２ は 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 三 つ の ポ ー ト ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ と 、 そ れ ら の ポ ー ト を
開 口 さ せ た 貫 通 孔 ２ ４ と を 有 し 、 該 貫 通 孔 ２ ４ の 両 端 側 に 、 合 成 樹 脂 材 で 筒 状 に 形 成 さ れ
た 第 １ 及 び 第 ２ の リ テ ー ナ １ １ ， １ ２ を 嵌 着 し て い る 。 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の リ テ ー ナ １ １
， １ ２ は 、 上 記 貫 通 孔 ２ ４ の 一 端 側 及 び 他 端 側 に 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ 、 そ の 対 向 す る
端 壁 に は 、 上 記 貫 通 孔 ２ ４ に 開 口 す る 中 央 の ポ ー ト ２ ２ を 挟 ん で 対 向 す る 弁 座 １ ５ ， １ ６
が 設 け ら れ て い る 。 更 に 、 上 記 第 １ 、 第 ２ の リ テ ー ナ １ １ ， １ ２ に は 、 上 記 中 央 の ポ ー ト
２ ２ の 両 側 に 位 置 す る 各 ポ ー ト ２ １ ， ２ ３ を 、 弁 孔 と な る 該 リ テ ー ナ １ １ ， １ ２ の 中 心 孔
１ １ ａ ， １ ２ ａ に 連 通 さ せ る 連 通 開 口 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 第 １ 、 第 ２ の リ テ ー ナ １ １ ， １ ２ は 、 上 記 弁 座 １ ５ ， １ ６ を 設 け た 端 壁 と 反 対 側 の

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-46414 A 2006.2.16



端 部 に フ ラ ン ジ 部 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ を 有 し 、 該 フ ラ ン ジ 部 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ が 上 記 貫 通 孔 ２ ４
の 両 端 の 弁 ボ デ ィ ２ の 壁 面 に そ れ ぞ れ 押 付 け ら れ 、 更 に そ れ ら の リ テ ー ナ １ １ ， １ ２ の 外
周 壁 に お け る 上 記 連 通 開 口 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ の 両 側 の 環 状 溝 に そ れ ぞ れ 弾 性 シ ー ル 部 材 １ ７
を 嵌 装 し て シ ー ル さ れ 、 弁 ボ デ ィ ２ に 固 定 さ れ て い る 。
　 上 記 第 １ 、 第 ２ の リ テ ー ナ １ １ ， １ ２ は 、 同 一 形 状 の も の と し て 示 し て い る が 、 そ れ ぞ
れ 別 の 形 状 の も の で も よ い 。 同 一 形 状 に し た 場 合 に は 、 部 品 の 共 通 化 に よ り 製 造 コ ス ト 及
び 組 立 作 業 の 点 で 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 第 １ の リ テ ー ナ １ １ の 固 定 は 、 上 記 弁 ボ デ ィ ２ の 端 面 に 駆 動 手 段 ３ を 取 付 け る 際 に
、 そ の 構 成 部 品 で あ る 固 定 鉄 心 ３ ２ を 上 記 リ テ ー ナ １ １ の フ ラ ン ジ 部 １ １ ｃ に 押 付 け る こ
と に よ っ て 行 い 、 ま た 、 上 記 第 ２ の リ テ ー ナ １ ２ の 固 定 は 、 上 記 弁 ボ デ ィ ２ の 端 面 に 複 数
の 固 定 ね じ ２ ７ で 取 付 け ら れ る 端 蓋 ２ ６ を そ の フ ラ ン ジ 部 １ ２ ｃ に 押 付 け る こ と に よ り 行
っ て い る 。 上 記 端 蓋 ２ ６ は 、 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 ４ に 作 用 し て そ れ を 復 帰 位 置 に 押 戻 す 復 帰
ば ね ２ ８ の ば ね 座 を 形 成 し 、 ま た 、 該 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 ４ の 端 部 を 大 気 圧 に す る た め の 呼
吸 孔 ２ ６ ａ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 上 記 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 ４ は 、 バ ル ブ ス テ ム ５ に 、 上 記 第 １ 、 第 ２ の リ テ ー ナ １ １
， １ ２ の 弁 座 １ ５ ， １ ６ に 対 向 し て 配 置 さ れ る ポ ペ ッ ト シ ー ル 部 ６ を 設 け る と 共 に 、 両 リ
テ ー ナ １ １ ， １ ２ の 中 心 孔 １ １ ａ ， １ ２ ａ 内 に 摺 動 自 在 に 配 置 さ れ る 第 １ 、 第 ２ の 摺 動 部
５ ａ ， ５ ｂ と を 設 け る こ と に よ り 構 成 し て い る 。 上 記 第 １ 、 第 ２ の 摺 動 部 ５ ａ ， ５ ｂ は 、
両 リ テ ー ナ １ １ ， １ ２ の 中 心 孔 １ １ ａ ， １ ２ ａ 内 に お け る 上 記 連 通 開 口 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ よ
り も 貫 通 孔 ２ ４ の 両 端 側 に 弾 性 シ ー ル 部 材 １ ８ を 介 し て そ れ ぞ れ 摺 動 自 在 に 配 置 さ れ た も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 弁 部 材 ４ に お け る ポ ペ ッ ト シ ー ル 部 ６ は 、 バ ル ブ ス テ ム ５ に お け る 環 状 凸 部 に ク ッ
シ ョ ン 作 用 の あ る 弾 性 材 を 被 着 す る こ と に よ り 形 成 さ れ 、 そ の 軸 方 向 端 面 を 上 記 弁 座 １ ５
， １ ６ に 対 面 す る 一 対 の シ ー ル 面 ６ ａ ， ６ ｂ と し て 、 該 シ ー ル 面 ６ ａ ， ６ ｂ を 持 つ 部 分 の
軸 方 向 厚 さ を 比 較 的 厚 肉 と し 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 弁 座 １ ６ と 衝 突 し た 際 に そ の 衝 撃 を 緩
和 で き る よ う に し て い る 。 弁 座 １ ５ に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 上 記 ポ ペ ッ ト シ ー ル 部 ６ の シ ー ル 面 ６ ａ ， ６ ｂ が 接 離 す る 弁 座 １ ５ ， １ ６ は 、 該
ポ ペ ッ ト シ ー ル 部 ６ 側 に 突 出 す る 凸 リ ン グ 状 の シ ー ト 部 に よ っ て 形 成 さ れ 、 更 に 上 記 第 １
及 び 第 ２ の リ テ ー ナ １ １ ， １ ２ は 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 記 弁 座 １ ５ ， １ ６ 側 の
端 部 付 近 の 内 周 壁 を わ ず か に 縮 径 さ せ て 縮 径 部 １ １ ｄ ， １ ２ ｄ と し 、 上 記 弁 座 １ ５ ， １ ６
の 有 効 シ ー ト 径 Ｄ が 、 上 記 摺 動 部 ５ ａ ， ５ ｂ が 摺 接 す る リ テ ー ナ １ １ ， １ ２ 内 面 の 径 と ほ
ぼ 等 し く な る よ う に 形 成 し て い る 。 こ の 構 成 は 、 後 述 す る よ う に 、 駆 動 手 段 ３ と し て 、 可
動 鉄 心 ３ ３ に よ り ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 ４ を 駆 動 す る プ ラ ン ジ ャ ー 形 ソ レ ノ イ ド の よ う に 、 駆
動 力 が 比 較 的 小 さ い も の を 用 い る 場 合 に 特 に 有 効 な も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 即 ち 、 上 記 弁 座 １ ５ ， １ ６ の 有 効 シ ー ト 径 Ｄ は 、 現 実 的 に は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う
に 、 弁 座 付 近 の 弁 孔 の 内 径 よ り も わ ず か に 外 側 に な ら ざ る を 得 な い た め 、 弁 孔 と な る リ テ
ー ナ １ １ ， １ ２ の 内 周 壁 が 全 体 的 に 一 定 の 内 径 を 有 す る 場 合 （ 即 ち 、 上 記 縮 径 部 １ １ ｄ ，
１ ２ ｄ を 設 け な い 場 合 ） に は 、 該 有 効 シ ー ト 径 Ｄ が 、 上 記 摺 動 部 ５ ａ ， ５ ｂ の 摺 接 す る リ
テ ー ナ １ １ ， １ ２ 内 面 の 径 よ り も 大 き く な り 、 そ の 結 果 、 ポ ペ ッ ト シ ー ル 部 ６ で 閉 じ ら れ
た リ テ ー ナ １ １ ， １ ２ の 中 心 孔 に 流 入 し て 弁 部 材 ４ に 作 用 す る 流 体 圧 力 の 作 用 面 積 は 、 ポ
ペ ッ ト シ ー ル 部 ６ 側 が 摺 動 部 ５ ａ ， ５ ｂ 側 の 面 積 よ り も 大 き く な る か ら 、 弁 部 材 ４ が そ の
面 積 差 に 応 じ た 流 体 圧 力 に よ る 作 用 力 を 受 け る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 弁 座 １ ５ ， １ ６ の 有 効 シ ー ト 径 Ｄ を 、 上 記 摺 動 部 ５ ａ ， ５ ｂ が 摺 接
す る リ テ ー ナ １ １ ， １ ２ 内 面 の 径 と ほ ぼ 等 し く な る よ う に 形 成 し て い る の で 、 そ れ ら の リ
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テ ー ナ の 中 心 孔 に お け る 流 体 圧 力 に よ り 弁 部 材 の 軸 線 の 両 方 向 に 作 用 す る 力 が 相 殺 さ れ 、
そ の た め 、 小 さ い 力 で ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 を 駆 動 す る こ と が で き 、 駆 動 手 段 と し て 駆 動 力 が
比 較 的 小 さ い プ ラ ン ジ ャ ー 形 ソ レ ノ イ ド を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 実 施 例 の 駆 動 手 段 ３ を 構 成 す る プ ラ ン ジ ャ ー 形 ソ レ ノ イ ド は 、 コ イ ル ３ １ を 巻 回 し
た ボ ビ ン ３ ０ 内 に 固 定 鉄 心 ３ ２ を 固 定 す る と 共 に 、 該 固 定 鉄 心 ３ ２ に 対 し て 吸 着 さ れ る 可
動 鉄 心 ３ ３ を 摺 動 自 在 に 嵌 入 し 、 コ イ ル ３ １ の 周 囲 を 囲 む フ レ ー ム ３ ４ に よ り 磁 路 を 形 成
し 、 こ れ ら を 上 記 弁 ボ デ ィ ２ に 図 示 し な い 固 定 手 段 に よ り 固 定 し た も の で あ る 。
　 ま た 、 上 記 固 定 鉄 心 ３ ２ は 、 可 動 鉄 心 ３ ３ に よ り 押 圧 さ れ る 押 棒 ３ ５ を 挿 通 す る 貫 通 孔
３ ２ ａ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 可 動 鉄 心 ３ ３ は 、 そ の 内 部 に 設 け た 貫 通 孔 ３ ３ ａ を 通 し て ば ね 室 ３ ３ ｂ に 押 棒 ３ ５
が 摺 動 可 能 に 挿 通 さ れ 、 該 ば ね 室 ３ ３ ｂ に お い て 押 え 板 ３ ６ に よ り 支 持 さ れ た ば ね ３ ７ の
付 勢 力 を ば ね 座 ３ ８ を 介 し て 該 押 棒 ３ ５ に 作 用 さ せ 、 該 押 棒 ３ ５ の 力 を ダ ン パ ー ３ ９ を 介
し て 弁 部 材 ４ に 伝 達 す る よ う に し て い る 。
　 上 記 フ レ ー ム ３ ４ の 端 面 中 央 に 設 け た 開 口 部 に は 、 上 記 可 動 鉄 心 ３ ３ を 手 動 で 押 し 下 げ
る た め の 弾 性 変 形 可 能 な 手 動 釦 ４ １ が 装 着 さ れ て い る 。 図 中 、 ４ ２ は 上 記 コ イ ル ３ １ に 通
電 す る リ ー ド 線 、 ４ ３ は フ レ ー ム ３ ４ と 可 動 鉄 心 と の 間 に 配 置 し た 磁 気 ス リ ー ブ を 示 し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 駆 動 手 段 ３ は 、 上 記 コ イ ル ３ １ に 非 通 電 の 状 態 で は 、 上 記 復 帰 ば ね ２ ８ が 上 記 バ ル
ブ ス テ ム ５ を 押 す た め 、 該 バ ル ブ ス テ ム ５ が 上 記 ダ ン パ ー ３ ９ 、 押 棒 ３ ５ 、 ば ね 座 ３ ８ 、
ば ね ３ ７ を 介 し て 上 記 可 動 鉄 心 ３ ３ を 復 帰 位 置 に 押 し 戻 す と 共 に 、 該 バ ル ブ ス テ ム ５ の ポ
ペ ッ ト シ ー ル 部 ６ が 図 １ の 左 半 に 示 す 位 置 に 移 動 す る た め 、 該 ポ ペ ッ ト シ ー ル 部 ６ が 上 記
第 ２ リ テ ー ナ １ ２ の 弁 座 １ ６ を 開 く と 共 に 、 上 記 第 １ リ テ ー ナ １ １ の 弁 座 １ ５ に 押 付 け ら
れ て 該 弁 座 １ ５ を 閉 鎖 す る 。 し た が っ て 、 上 記 第 １ ポ ー ト ２ １ は 第 ２ ポ ー ト ２ ２ と の 連 通
が 遮 断 さ れ 、 第 ２ ポ ー ト ２ ２ は 第 ３ ポ ー ト ２ ３ と 連 通 し た 状 態 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 コ イ ル ３ １ に 通 電 さ れ る と 、 上 記 可 動 鉄 心 ３ ３ が 上 記 固 定 鉄 心 ３ ２ に 磁 気 的 に 吸 引
さ れ る た め 、 上 記 可 動 鉄 心 ３ ３ が 、 ば ね ３ ７ 、 ば ね 座 ３ ８ 、 押 棒 ３ ５ 、 ダ ン パ ー ３ ９ を 介
し て 上 記 バ ル ブ ス テ ム ５ を 押 圧 し 、 該 バ ル ブ ス テ ム ５ が 図 １ の 右 半 に 示 す 位 置 に 移 動 す る
。 そ の た め 、 ポ ペ ッ ト シ ー ル 部 ６ が 上 記 弁 座 １ ５ を 開 く と 共 に 上 記 弁 座 １ ６ を 閉 じ 、 上 記
第 ２ ポ ー ト ２ ２ と 第 ３ ポ ー ト ２ ３ と の 連 通 が 遮 断 さ れ 、 第 ２ ポ ー ト ２ ２ は 第 １ ポ ー ト ２ １
と 連 通 す る 。
　 し た が っ て 、 上 記 第 １ ポ ー ト ２ １ を 供 給 ポ ー ト 、 第 ２ ポ ー ト ２ ２ を 出 力 ポ ー ト 、 第 ３ ポ
ー ト ２ ３ を 排 気 ポ ー ト と し た 場 合 に は 、 ノ ー マ ル ク ロ ー ズ 型 の ３ ポ ー ト 電 磁 弁 に な り 、 上
記 第 １ ポ ー ト ２ １ を 排 気 ポ ー ト 、 第 ２ ポ ー ト ２ ２ を 出 力 ポ ー ト 、 第 ３ ポ ー ト ２ ３ を 供 給 ポ
ー ト と し た 場 合 に は 、 ノ ー マ ル オ ー プ ン 型 の ３ ポ ー ト 電 磁 弁 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 構 成 を 有 す る ３ ポ ー ト 電 磁 弁 １ の 弁 ボ デ ィ ２ は 、 三 つ の ポ ー ト ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ が
開 口 し 、 内 部 に 第 １ 、 第 ２ の リ テ ー ナ １ １ ， １ ２ が 装 着 さ れ る 軸 方 向 の 貫 通 孔 ２ ４ と を 有
す る だ け で 、 弁 座 １ ５ ， １ ６ や 弁 部 材 ４ と の 摺 動 部 を 有 し て い な い た め 、 弁 ボ デ ィ ２ の 形
状 が 単 純 で 加 工 及 び 弁 部 材 等 の 組 付 け が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の リ テ ー ナ １ １ ， １ ２ が 、 合 成 樹 脂 材 で 筒 状 に 形 成 さ れ 、 そ の
対 向 す る 端 壁 に そ れ ぞ れ 弁 座 １ ５ ， １ ６ を 形 成 し て い る の で 、 金 属 材 か ら な る 弁 ボ デ ィ ２
に 弁 座 を 形 成 す る 場 合 に 比 し て 簡 単 に 、 且 つ 、 確 実 な シ ー ル を 安 定 的 に 行 う 弁 座 を 得 る こ
と が で き る 。 し か も 、 上 記 弁 部 材 ４ に 装 着 さ れ た ポ ペ ッ ト シ ー ル 部 ６ が 弁 座 １ ５ ， １ ６ を
閉 じ る 際 に 、 そ れ が 弁 座 に 衝 突 し て も 、 該 弁 座 が 合 成 樹 脂 材 で 形 成 さ れ て い る た め 、 両 者
間 に 作 用 す る 衝 撃 が 緩 和 さ れ 、 該 シ ー ル 部 等 の 損 耗 が 軽 減 さ れ て そ の 寿 命 が 長 く な る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 更 に 、 上 記 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材 ４ の 第 １ 、 第 ２ の 摺 動 部 が 合 成 樹 脂 材 で 形 成 さ れ た 筒 状 の
リ テ ー ナ １ １ ， １ ２ の 内 周 壁 に 摺 接 す る た め 、 従 来 の 金 属 製 の 弁 ボ デ ィ の 弁 孔 内 周 壁 に 摺
接 す る も の に 比 し て 摺 動 性 が よ く 、 そ の た め 上 記 第 １ 、 第 ２ の 摺 動 部 に 装 着 さ れ る ガ イ ド
リ ン グ や シ ー ル 部 材 の 損 耗 が 軽 減 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る ３ ポ ー ト 電 磁 弁 の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で 、 左 半 は ソ レ ノ イ ド へ の 非
通 電 状 態 、 右 半 は 通 電 状 態 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 図 ２ 】 リ テ ー ナ に 形 成 さ れ た 弁 座 の 閉 鎖 状 態 を 説 明 す る た め の 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の リ テ ー ナ 付 近 の 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 公 知 の ３ ポ ー ト 電 磁 弁 を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 １ 　 　 　 ３ ポ ー ト 電 磁 弁
　 　 ２ 　 　 　 弁 ボ デ ィ
　 　 ３ 　 　 　 駆 動 手 段
　 　 ４ 　 　 　 ポ ペ ッ ト 式 弁 部 材
　 　 ５ 　 　 　 バ ル ブ ス テ ム
　 　 ５ ａ ， ５ ｂ 　 　 　 　 第 １ 、 第 ２ の 摺 動 部
　 　 ６ 　 　 　 ポ ペ ッ ト シ ー ル 部
　 １ １ ， １ ２ 　 　 　 　 　 リ テ ー ナ
　 １ １ ａ ， １ ２ ａ 　 　 　 中 心 孔
　 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ 　 　 　 連 通 開 口
　 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ 　 　 　 フ ラ ン ジ 部
　 １ １ ｄ ， １ ２ ｄ 　 　 　 縮 径 部
　 １ ５ ， １ ６ 　 　 　 　 　 弁 座
　 ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ 　 　 ポ ー ト
　 ２ ４ 　 　 　 貫 通 孔
　 ３ ３ 　 　 　 可 動 鉄 心
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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